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モンゴル 3 回目の思い 

動物応用科学科４年 大津綾乃 

 
 モンゴルは雄大で繊細な、とてもす

ばらしい国だと思います。今回そのモ

ンゴルに調査へ行き、私は特に 2 つの

ことについて考えました。 

 1 つ目は言葉・コミュニケーションに

ついてです。モンゴルはもちろんモン

ゴル語が公用語なので、日本語はほと

んど通じません。通訳のジャガーさん

はいましたが、ジャガーさんが近くに

いないときには、モンゴル語の会話帳

を片手にコミュニケーションをとらな

くてはなりませんでした。ブルガンで

は調査後も時間に余裕があったためス

レンさんや遊びに来ていた女の子達と

話す機会が多く、身振り手振りを交え

て一生懸命話しました。伝えたいこと

が中々伝わらずにもどかしい気持ちに

なることもありましたが、それがうま

く伝えられたとき、相手の伝えたいこ

とがわかったときにとても嬉しくなり

ました。日本を離れることがなければ

こんな気持ちは感じることはできませ

ん。今回、言葉が伝わらないもどかし

さと伝わったときの嬉しさを感じるこ

とができて言葉がどんなに大事なもの

なのか、自分の気持ちを伝えることの

楽しさを実感することができました。

また、会話をしていくうちに様々なモ

ンゴル語を教えてもらうことができま

した。教えてもらうときにはできれば

実物があればよいということは今回気

づいたことです。これはなんですか？

と聞けばその単語を教えてくれるので

す。 

 もう一つはブルガンとフスタイにつ

いてです。去年モンゴルへ行ったとき

も同じくブルガンとフスタイに行った

のですが、この二箇所は同じモンゴル

でもそれぞれに違う魅力があると思い

ます。ブルガンはモンゴルにはあまり

ない森林があり、軽牧地には様々な花

が咲き、楽園のようで、また調査を支

えてくださる人の優しさをひしひしと

感じられるところなのに対してフスタ

イは、起伏が激しく山々が連なってい

たり、見渡す限り平らな土地が続いて

いたり、いかにも雄大！で、国立公園

でもあるためエコツアーなどが充実し、

モンゴルにあるのだけれども外国的な

雰囲気をもつところだと思います。去

年はモンゴルに初めて行き、モンゴル

の全てのことに不慣れで緊張していた

せいか、モンゴル的なブルガンよりも

今までに慣れている外国的な雰囲気を

持つフスタイのほうがいいな、と内心

思っていました。しかし、今回の調査

では、色々なことを見たり考えたりす
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る余裕も持てて、もっともっとモンゴ

ルの人たちの優しさや魅力がわかった

し、モンゴルの自然や伝統的な部分に

ひきつけられました。そのことを考え

ると、今回のブルガンでの様々な体験

に私は去年以上の喜びを感じ、フスタ

イが観光のために大事だとは言え、外

国的な雰囲気が入り込んでいるという

ことが少し残念な気さえしてしまいま

した。私個人の意見としては、できる

だけモンゴルのありのままの暮らしが、

いつまでも消えないでいて欲しいと思

いました。 

 

 今回のモンゴル調査で、もっとモン

ゴルのことを知りたいと思うことがで

きました。モンゴルは本当に魅力がた

くさんある国だと改めて感じました。 

 

 


